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一

筆者もこのことについては同感であるが，それにも 

かかわらず, 箸者が，秋水の思想にみられるもっとも 

大きな問題ともいうべき理論的な認識の淺さについて 

はとんどふれていないことに不満を感ずる。幸癒が 

r総同la罷エj といった場合,もちろんロラーの影響 

もあると思われる力'、，ゼネラ ル . ス トライキという組 

纖労働者の全面的なストライキという以上に組纖労 

働者を中心に未担織の一般大衆も参加する大衆行動 

(mass-aktioii, mass-movement;)を構想してい た の

ではなかろうか。彼は，足尾铜山の坑夫の暴勤を，ゼ 

ネラル. ス ト ライキと必ずしも充分に別しえなかっ 

たのだからこそ，鉄工組合の崩壊，日鉄墙正会の消減, 
活版エ組合の御組合化<Lいう状勢のなかで，苹命的 

サンディ力リズムを絶叫することができたので•ある。 

こうした理論的に脆弱な側面を，幸德について考察す 

べきではなかろう力、。

なお，これは擎者の想像であるが，大逆事仲にたい 

する抗譲運勘の文書にあらわれるI■医師 . 幸徳」とい 

うま現であるが，この誤りは，T宇徳博士 j という意 

味ではなかろうか。著者は，幸德が医師ではなかっ 

たところ力、ら，この誤■ を指摘しておられるが， 

d o c to rという言葉力;，.しぱしぱDr, K otok uとい.う 

ように伝われたとれぱ，「医師• 幸德j というよりは, 
Ph. D の称号保持者，すなわち， r幸徳博士J と訳し 

た方が妥当である。もちろん，doctorは医師という意 

味が強いが，. しかし一般に，イギリスなどで> 医師で. 
ある.ことを名のる場合には，外科医（んrgeon) , 内科 

医 （p h ysic ian ),歯科医（dentist) というのが普通で 

ある。しかしこ;Hはたいした問題ではない。

本 は ，従来わが国にあらわれた数多くの幸徳秋水 

研究のなかで,，その密度の高さと思想把握の深さの点 

で白眉と称すべきであろう。理論的な-整備の点で今後 

の研鎭を期待する。 (1977,青木書ほ，A 5 版, 326K. 3500 

円） —— 1977. 6. 22—

飯 田 鼎

(経済学部教授）

酒井一夫箸  ■

『インプレーションと管理通貨制』 

(北海道大学図書刊行会，1977年 5 月刊， A 5 判
26l4~vi ページ）

現代資本主義の基本問題の一っが，貨將•金融問題 

であることを否定することはできないが，その認識方 

法，次元にっいてマルクス経済学め部においても種  々

の立場が交錯しているのが現状である。資本主義経済 

の発展過程は，そのいくつかの画期によゥて'貨幣♦金 

融問題にかんしても，段階fめ展[3Hを示しっっ今日に至 

ゥているといってよい。それにもかかわらず，いわゆ 

るインフレーシg ン問題は，つねに古くて新しい問題 

として提起されてきすのである。また管理通貨制も, 
决して1930年代の所産であったわけではなく，見方に 

よってはこれもホぐかつ新たな問題だといってよい。 

無論，このようにぎうためには，当然それぞれめ問題 

にかんする理論的基準を明示しなけれぱならない。と 

'ころが,’ これらの理論的解明は，こんにちなお末解決 

な部分を多々残しており，ましてや，二っの課題を統 

一的に把握しようとする試みはきわめて困難な状況で 

ある。

インフレーシg ンは，貨幣流通次元の問題として賀 

辦の流通法則に従って規定されるのか，あるいはi ら 

広い意味における流通次元の問題として規定されるの. 
かについての明確な解答はない。しかし，インフレ一 

シa ンをして貨幣的次元の問題として把握しようとす 

る点では，通説的な一致̂があるように思われる。イン 

フレーションは，商品物価の騰貴現象であり，庚態経 

済の動き，.需給とは関係ない名目的な騰貴現象だとさ 

れる。そのために，貨勝の価値が—— とくに紙券の価 

値が一̂一減少すると考えられ，それ自体価値法則の；M 

- 徹であるとされるのである。このような通説は，ブル 

クスの货縱論び資本論J ポー部，第三章;）の叙述を手懸 

りとしている点においても共通である。し力、し，との 

ような理解にも，インフレーションを伽値尺度次元に 

おいてっかむか，流通手段機能の次元においてっかむ 

かによって，微妙なちがいが生ずるととも潘過しては 

ならない点である。

他方,，インプレーシg ンにかんするマルクス経清学 

的理解には，实態経济ニ: 生虚過殺の现代的構成,と 

りわけ座‘業構造や市場構造の将長との関述においてイ 

ンフレーシg ンを把掘する有力な立場もある。かつま
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た両者からみて中間的な考え方も提起されている。と 

らした状況下にあって, これらの論議め方向が統^さ 

れi ら豐かなインプレ'-'ンa ン論を展開するため*̂ピは， 

いりたいいかなる前提が必要なめであろうか。とのさ 

ぃ物価騰貴における賞的と名.目的とめ区训それ自体 

を:15検討してみる必要がある力あちう。まセ，ダと換制 

卞，不換制卞の!^别のみならず）现代における紙券の 

発行，流通,遺流め痛路をより明解に分折しでゆく必 

要がある。とのようないくつかの論点を従来め諾議i争 

(インフレ一シnン論爭, 叙行券論す# ) が必ずしも明Bik 

にしてこなかったこともたしかである。

さて，以上を本書を梭討するに際しでのまえおきと 

して，以下, 本書め内容をみてゆくとととしたい。

本書は箸者酒弁教授が，論女によって世に問うてこ 

られた諸労作を中心に編まれ》以下めような構成をと 

ぅている。

前篇イシプレーシ ョ ソ の 基 礎 ’
第章計算貨猜と通 i貨
第二章全の価値•価格と物倾变動

第三， 食幣数量説め岭味、

第四I t イシプレ.ラでフレの非対称性 

後篇管理通貨制の構造 

第五享金本位制の崩まと管理通貨制べの移行 

第六章管理通貨論と所得税 

第七f £ .金為替本位制と管理通資制 

第ノ、章 *11=理通貨制のもとセの流通法則

箸者は，序文におぃて自ら本書や槐点につぃてのベ, 

本書が資幣現象や通貨制まを貨幣金を基礎にして理解 

しようとしたとされてぃる6 れは箸者の最も基軸的 

な論点でもあり，本書全体の性格をきわめて明fitにも 

のがたっているとい0 ズよいであろう。インフレーシ 

a ソと管理通货制とぃう理論的にも多岐に■わたる論点 

を有する課題を，このように貨幣金によっモ賞して 

把握しようとする点は, まず本書め最大のメリッ'トと 

してよぃやあろう6 そめため，著者は前篇を，貨將金 

をめぐる基礎的な問題を理論的に盤理ざれて展開され， 

それを通じて, イシクレ一、ンg シの想定を与，えられ 

る。また，後篇では，管理通貸制が貨將全の存在から 

自由fcなり得なぃととをホされ，管無痛貴制への接近 

の匙本的立場を明瞭なものとされズぃる。：

前篇理輪篇Kiおいて，箸者はインプレーシg ンを*

評 ‘

商品物価め名目的騰貴と規定し，それを伽格標準の切 

下げる事態のなかに求められようとする。箸者がし 

ぱしぱ言あされてい;^ように，この考え方はi"やに岡 

橋保教授によ力て主張され，わが国のインフレニシ3 

ン論め一つの立場を代表するものとなっている。著者 

は，向橋説においてまだ十分解明されていない諸点に 

繞理といっそうの展開,とを加えられている。とくに，

第 1 , 2 章にみられる基愈]11論において,そめことは 

顕著にあらわれいろ。

箸者は貨幣の機能の根源を，商品の価値形態として 

の貨敷?!̂ 態—— 货幣金による価値の統的ま現?]^態 

— に求められ，とりわけ価格形態の成立にともなう 

貨敏単位の措定のなかに求められている。こめことは， 

価値尺度なる基本的機能とめ関連において展[}言される 

ことは言うまでもない。しかし，ここでの著者の論理 

展開の力点は, 貧幣の価値;^度段能をれ自体ではなく， 

価格德準の措定に置カホている。従来め貨幣学説が計 

算货僻と通貨とをまったく別のま能としてとらえ,商 

者め統一的理解に失敗した理由も，価値尺度と価格漂 

準とにかんする理解に求められる。

しかし*著者の計算貨幣の規定には舍午の疑間を惑 

ぜざるを得ない。1 つは値のま現取態としでの貨游 

形態は同時fc倫格形態を内包するのであるが,これが 

価格の虔量単位（貨幣単位）の談定なくして不可能であ 

るが，はたじて，をのことは明东される^^、襄があるで 

あろうか。金貨敷の現卖的搞定のもとにおい't 価格が 

M念的に付与されるととは，価値尺虎機能の内容め一* 
部をなすに相違ない。しかしこのことと，価'格形態の 

成立とでは論速次'をことにしていることに注意する 

必要がある。in if i形態は諸商品の交換可能性の被態を 

示すのにたいして,価格の度量単位の措定は価格の実 

瑰関係が，観念的価値尺度を商品経済的に完成させる 

ことを前提にしなけれぱならない。このような観点か 

らして, 価値形態のとる価格形熊は, fEOi格標準の措定 

のもとで, あくまや,貨幣商品金による制値表現のみ 

をとりだしたものである。.
いずれにしろ, 著者の問題提起が，. Hi格標準の機 

能jなる論点に盤中さると、き，そごで'は,いわゆる金貨 

流通が保持され,紙券の金兑換が保証されでいる段隙 

よりは，おのずと金貨流通が處止され，金兑換が停止 

される不換制下におけるをの機能が問題の中心におか 

れることだ•なる6 不換概幣め流逾卞では，金兑換に直 

接現われるような金の貿上価格としての邮格標準は存 

在しない6 しかも.いったん流通に入りとんだ紙券は
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容易には弓I上げられないから, 級券の代表金量の低下 

とともに》金の市場価格ぱ上昇してゆくことになる。 

酒弁教授は, この金の市場価格のうちに，この段階の 

価格標準を見ようとされる。そして，慎重にもこの段 

階においては, r確定された価格標準は作用しないJ 
(26ページ，傍点掌者）とされる。にもかかわらず，い 

ぜんとして計算貨幣機能は賞徹されねばならない。そ 

こで, .1̂不換紙幣の流通のもとでは，発行量に応じて 

きまる概撒の代ま金量が事実上の伽格漂準を表示す 

る』 （28ページ）と言われる。価格漂複iは流通量にたい 

して,つねに対応するものとして機能しているという 

ことになる。これらの諸点が明確に説明されるめに 

は，商品の制格総額に対応するf流通必要金量J が確 

定されていなけれぱならない。この概念が，教授によ 

る不換制下の価格標準の機能を説明する基礎的概念で 

なければならないはずであるが，これについては,流 

通必要を量が前提されるにとどまり，それ自伴の機能 

については何らの説明もみられない。

このようなことと比絞して, 本書は，これもインフ 

レーションの基鍵理論の视角から，金の価値と価格と 

が本質的に異なることを主張される。金は通常の商品 

のように価格をもたない。価格標にもとづく価格の 

単位こそ金の価格である。他方金の価値は他の諾商品 

との交換比率を通じて相対的に示されるものである。 

したがって,金の価値の変動は,商品価格の実質的変'動 

に帰結する。ととろが，従来，論争問題として論ぜら 

れたところからすれぱ，金の価値と価格は，一方を可 

ま的なものとし，他方を固定的なものとすることによ 

っては解決し難い論点のあることを明示している。そ 

こで不換制下におけるかかる問題を教授は岡橋教授に 

よって主張された金のr相対的価値シの理論の検討を 

通じてあきらかにされようとする。このことは，本書 

の主耍な論点の一つを形成するもめとしてよい。けだ 

し，ここには不換制下における価格標準の機能にかん 

するより具体的側面についての言及と，インフレr"シ 

ョンにかんする独自の理解が示されてレ、るからである。

まず, との点til立ち入る前に，酒井教授が金の価値 

と価格との原理的!^別を基準として，H. D e n is等に 

よって主張された金の価格における恋化も，価値にお 

ける変、化も商品物価の変動にかんU ては結局のところ 

同一の p r o c e s sを経過せざるを得ないとする生張に 

たいしての批評をみておかねぱならない。教授の批判 

の耍点は，t ) e n i s が金の価値変動（減少）ゼ、、紙將の 

代ま金量の增大を導:くことがあるとするのは正しくな

いとする点にある。ところが，この点は後段（第2章 

第4 節以降) で酒并教授自身がいまー庞をのr和对的 

価値」の間題として提起されるポ態と基本的に同一な 

のである。むしろD e n isが物価变励における名目， 

実質の区別を消極的に評価する点こそが，[相対的価 

値」論の解くべき中心的題であったはずなのである 

が，教授は, あくまで，価値と価格の区分にこれを解 

消されようとしているように思われる。こではむし 

ろ D e n isや，理論的に問題を’残す岡橋説のなかに物 

価変動論の基本的問題点i f探るぺきではなかろうか。 

このような問題把握の方法ないし解決の力法は，第4 
享のインフレ，.デフレの>非対称性の議論のうちにも現 

われる。デフレーシ3 ンが，価値関係の変化を伴うと 

の岡橋教授等の指摘は, - 岡橋理論—— とくにそのィン 

フレーション理論—— の基礎的論理構造に大きな問題 

をもたらすはずである力':,そうした点から当該問題に 

接近されるのではなく，酒井教授にあっては,紙幣ニ 

通貨の膨張•収縮のそれぞれの過程における非対称性 

としてこれを把えら; る。ここでの根本問題は，紙踏

の流通量の増大が一定の価格標準に対応するという一 

種のオートマートとしての価格標準の機能把握の基準 

となる流通必耍金量についての十分な考察がなされた 

うえで，紙敷の引上げが，何故有価値なものの引上げ 

(BOぺージ）となるかを論定されるべきであったと思 

われるd

本書のいまひとつの内容管理通货制度論は，前篇の 

理論を現実に適用するきわめて意欲的な試みではある。 

著者の [管理通貨制j 論は，r管理通貨制度M 論でな 

いことを確認しておかねぱならない。酒井教授は，後 

篇をもっぱら通貧管理にかんする政策論と，それが展 

開される根拠とをあきらかにしようとされている。し 

たがって，こんにち盛んに論じられる信用論的管理通 

貨制度論とは爽なった論点を形成するものである。

教授によれぱ，管理通賀制は，あくまで金を墓礎と 

した通貨管理の展開である。これを，20世紀初頭以降， 

とくに第1 次大戦後の金本位制のたどった鹿史と，現 

実とにてらして実証的に解明されようとする。いわゆ 

る金本位制にかんして，これを，金貨本位制->全地ぶ 

本位制- > 金為替本位制なる:^一スの発族過輕として，

現股階の体制が金為替本位制として把握される。した 

がって，国内的に不換通貴が流通し，財政インプ.レな 

いし信用インプレり進キチしつつある先進的資本主義諸

-82(4 8 3)
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ォーストリア史研究家として名高いRobert A. 
Kann教授のハプスプルグ帝国史が公刊された。 Kann 

は，オーストリプ生れで，プメリ力合衆国へ移住し， 

R utgers大学院の歴史学教授であった。さきどろ，ク 

ィーンへ炭り,余生を生れ故郷で送るつもりであるら 

しいが，現在でもゥィーン大学客員教授として活躍し 

ているじ，評者もゥィノ大学でこの10月に教授の講 

演会で，民主主義論を聞いたものである。K am iはす 

でに，『多民族国家』，rオーストリアの知的歴史』， 

『ハプスプルグ帝国』，『第一次世界戦争におけるジク 

スタス事件とオーストリア=ハンガリ’の秘密乎和討 

譲』，『宗教改苹問題』などの多数の著書(未邦訳）を出 

しているが，本書はいわぱ氏のラィフ，ワークという 

べきものであろう0
今年（1976年)はオーストリブにとって記念すべき年 

で, 日本的なま現でいえぱ，建国 1000年にあたる。 

976年にバーベンベルグ家Die Barbenberger (レオポ 

ルト1世）がオストマルク（東の々 ルク，ドィッの国境地 

帯に設けられた防衛基地）の辺境伯Markgi'af.C；神聖ロー 

マホ国の大守）に任ぜられ，オーストリアの国家史がは 

じまったとされる。事突，1976はリリ■ンプュルトの 

寺院で rバーペンプルグ家1000年』の記念展覧会が開 

かれ，市民が多数-参加している。1246年バーベンべル 

グ家が断絶し，空位時代をへて， 1282年からハプス 

プルク家Die Habsburger (アルプレヒト1世）' めオー 

ストリア支配がはじまる同家が1918年のオースト 

リア，ハンガリ革命によって倒れるまで支配したの 

であるが，本書はこのハプスプルグ史をとりあつかっ 

ている。ところでKannは，研究対象を，題にもある 

とおり，1526〜1918年とし, 1246年からとはしていな 

い6 この理由は後述ずるところである。

本書は，全11章からなり，

第 1 章ハプスプルグ諸国の合同へ，

第 2 章トルコとプロテスタント（1526-1648年）

第 3 章帝国は拡大し発展する（16484748ポ）

第 4 章 ハプスプルグ律国における後期ルネッサンス 

. , . ，とバロッ,タ時代 •
第 5 章帝国は : }拡大する（1740-181!5年）

第 6 章停 止 , 低落，安定（is ia ^ 879年）

第 7 章後期啓蒙時代から自Eli主義までの文化傾向

Robert A, Kami,

A History of the 
1 5 2 6 -1 9 1 8

Habsburg Empire.

国間において，むろん国際的協調という政治的な持組 

みのな力、でではある力’、，金為替本位制が維持されると 

することになる。教授における菅理通貨制は，カぺて， 

域ら各S 問の為替相場の变動に対する政m の展開とし 

て把握されることにならざるを得ない。ここではドル 

の金平咖 （たとえぱ1 オンスニ3 5ドル等の）による各国®! 

貨間の固定的為替相場のもとでの値格標準の機能と， 

いわゆるま'動相場制のもとで-一他方に金価格の上昇 

をみながらの—— 施格標準の機能として管運迪货制の 

本質が理解される。 ■
無論，こうした金為替本位制としての今日的通貨体 

制のもとで，一国の再生産過程全般を規制する価値尺 

度機能は何かという，'より本質的問題が十分解明し切 

れるものでないことは教授もこれを認められるのでは 

ないかと考えられる6 事実，教授は，間題関心が外国 

為替相場から国内的な貨幣‘金融問題に向けられるべ 

きことを示唆することを忘れてはいない。しかし,そ 

のためには, 管理通;t 制を一 ■たとえ政策として把握 

するとしても—— それを必然化する再生産過程の諸要 

因に立ち帰って把握されなくてはならないであろう。.
以上，本書に展開される酒弁教授の一貫した問題意 

識と広範な視野からの接近に多くを学びとりつつ，卑 

見をのべさせていただいた。

飯 田 裕 康

(経済学部教授） ,

-83(4S 9)
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